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OpenVMS Clusterソフトウェア SPD 29.78.29J

ソフトウェア仕様書

このソフトウェア仕様書は，以下の各製品の V6.2–1H3，
7.1–1H1， 7.1–1H2， 7.1–2， 7.2， 7.2–1， 7.2–1H1．
7.2-2， 7.3， 7.3–1， 7.3–2， 8.2， 8.2–1， 8.3， 8.3–1H1
および 8.4について説明しています。

•   VMScluster Software for OpenVMS for In-
tegrity servers

•  VMScluster Software for OpenVMS AlphaServers

•  VAXcluster Software for OpenVMS VAX (V7.3
まで)

• OpenVMS Cluster Client Software for In-
tegrity servers

• OpenVMS Cluster Client Software for Al-
phaServers (NAS150 製品の一部)

• OpenVMS Cluster Client Software for VAX
(V7.3 まで) (NAS150 製品の一部)

このドキュメントで説明する機能は，明記している
場合を除き， Integrityサーバー， AlphaServersおよ
び VAXシステムに共通に適用されます。OpenVMS
Clusterは， V8.2以降のOpenVMS Integrityオペレ
ーティング・システムをサポートします。OpenVMS
Clusterソフトウェアのライセンスと型番はオペレー
ティング・システムのアーキテクチャごとに異なり
ます。詳細は，本書の注文情報の項を参照してくださ
い。

OpenVMS Integrity V8.3-1H1以降，ハードウェアプ
ラットフォームとして Integrity Server Bladeをサ
ポートしています。

BladeSystem  c-Class  エンクロージャ用のインター
コネクト・モジュールおよび組み込みソフトウェアで
ある Vertual Connectにより，サーバー接続の設定お
よび管理作業を簡略化できます。 Virtual Connect

には， c-Class BladeSystem用の 1/10Gb Virtual
Connect Ethernetモジュール， 4Gb Fibre Chan-
nelモジュール， Virtual Connect Managerが含ま
れます。

概要
OpenVMS Clusterソフトウェアは，OpenVMSオペ
レーティング・システムに統合された SIP (System In-
tegrated Product)製品です。複数の Integrityサーバ
ー，複数の AlphaServer，複数の VAXシステムで構成
された環境，あるいは AlphaServerと VAXの混成環
境，あるいは AlphaServerと Integrityサーバーの混
成環境をサポートし，高度に統合されたOpenVMSコ
ンピューティング環境を提供します。このドキュメン
トでは，このような環境をOpenVMS Clusterシステ
ムと呼びます。

OpenVMS Clusterシステム内の各システムは，単一
のセキュリティおよび管理ドメインの元で，処理，ス
トレージ (システムディスクを含む)，およびその他の
リソースを共有することができます。この高度に統合
された環境内で，各システムはローカル・メモリ上の
常駐コピーとして存在するOpenVMSオペレーティン
グ・システムを使用するため，独立性を維持します。
このため，OpenVMS Clusterシステムは，リソースを
共有する利点を享受しながら，各システムのブートお
よびシャットダウンを個々に行うことができます。

OpenVMS Clusterシステム内の 1つあるいは複数の
システム上で動作しているアプリケーションは，共有
リソースに協調的にアクセスすることができます。
OpenVMS Clusterの各ソフトウェア・コンポーネント
は共有リソースへのアクセスの同期を取るため，
OpenVMS Clusterの任意のシステム上の複数のプロセ
スから，協調的に共有データをアップデートすること
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が可能です。

リソースが共有されているため，OpenVMS Cluster
システムはスタンドアロン・システムよりも高い可用
性を提供します。適切に構成されたOpenVMS Clus-
terシステムは，シャットダウンあるいは種々のコンポ
ーネントの障害に耐えることができます。たとえば，
OpenVMS Cluster内の 1つのシステムがシャットダウ
ンした場合，ユーザは別のシステムにログインして新
しいプロセスを作成し，作業を継続することができま
す。ストレージはクラスタ全体で共有することができ
るので，その新しいプロセスは元のデータにアクセス
することが可能です。このような動きを自動的に行っ
て処理を継続するように，アプリケーションを設計す
ることができます。

OpenVMS Clusterシステムは以下のような機能を持っ
ています。

• OpenVMSオペレーティング・システムおよび
OpenVMS Clusterソフトウェアにより，完全に協
調された環境で，ディスクファイルへの読み取りお
よび書き込みアクセスをすべてのシステムが共有
することが可能になります。アプリケーション・プ
ログラムは，クラスタワイドのファイル共有におい
て必要とするレベルを指定することができ，Open-
VMSの拡張QIOプロセッサ (XQP)とレコード管理
サービス (RMS)によりアクセスを制御できます。
マルチシステム構成の一貫性は，OpenVMS Clus-
terソフトウェアが持つ柔軟で洗練された各システ
ムからのボーティング・メカニズムによって実現さ
れています。

• 共有バッチキューおよび共有プリントキューへは，
OpenVMS Clusterシステム内のどのシステムから
もアクセスできます。OpenVMSキューマネージャ
は，すべてのシステムからアクセス可能なクラスタ
ワイドのバッチキューおよびプリントキューを制御
します。クラスタワイド・キューに送信されたバッ
チジョブは，バッチの負荷が分散されるように利用
可能ないずれかのシステムへ送られます。

• OpenVMS Lock Managerのシステムサービスは
クラスタワイドに動作します。これらのサービスに
より，信頼性が高く適切に調整されたリソース・ア
クセスが可能で，OpenVMS Clusterシステム全体
で，システムおよびプロセスのレベルのアクセスに
おいてシグナル伝達メカニズムが提供されます。

• OpenVMS Clusterシステム上のすべてのディスク
およびテープへのアクセスは，クラスタ内のすべて
のシステムから可能です。

• プロセスの作成や削除などのプロセス情報や制御サ
ービスは，アプリケーションプログラムやシステム
ユーティリティからクラスタワイドで利用できます
(クラスタワイドのプロセス作成は， V7.1以降で提
供されます)。

• システムの追加や削除，あるいは構成の設定変更に
は，構成のためのコマンドプロシージャを利用する
ことができます。

• 動的な Show Clusterユーティリティにより，OpenVMS
Clusterのハードウェアコンポーネントと通信リン
クの状態を表示できます。

• 完全に自動化されたクラスタワイドのデータとアプ
リケーションのキャッシング機能により，システム
性能の強化と I/O処理の削減が可能です。

• OpenVMS Cluster内の複数ノード間で参照可能な
論理名を定義することができます (V7.2以降)。

• アプリケーション・プログラミング・インタフェー
ス (API)により，複数のOpenVMS Clusterノード
間でアプリケーションの相互通信が可能です (V7.2
以降)。

• OpenVMSシステムの標準の管理機能およびセキ
ュリティ機能がクラスタワイドに機能するため，
OpenVMS Clusterシステムは単一のセキュリティ
および管理ドメインとして動作します。

• OpenVMS Clusterソフトウェアは，複数のインタ
ーコネクトを含むOpenVMS Cluster構成におい
てインターコネクトの I/O負荷を動的に分散させま
す。

• 複数のOpenVMS Clusterシステムを単一の LAN
あるいは拡張 LANで構成することができます。
OpenVMS Cluster通信に使用される LANおよび
LANアダプタは，同時に他のネットワーク・プロ
トコルが使用することもできます。

• OpenVMS V8.4では， Cluster over IP機能
が提供されています。 Cluster over IPにより，標
準のインターネットプロトコルを使用して，単一の
LANあるいは VLANセグメントを越えたクラスタ
を形成することができます。この機能により耐災害
性能が向上します。

• オプションでインストール可能な Availability
Managerにより (あるいはDECamds可用性管理ツ
ールで)，システム管理者がOpenVMS Clusterのす
べてのメンバのリソースの利用状況をリアルタイム
に監視および管理することができます。

• アーキテクチャの枠を越えたサテライトブート機能
により， VAXブートノードが Alphaサテライトに
対してブートサービスを提供することができ，Alphaブ
ートノードが VAXサテライトに対してブートサー
ビスを提供することができます。OpenVMS V8.3
以降では， Integrityサーバー・システムのサテラ
イトブートもサポートします。

• システムサービスにより，OpenVMS Clusterメン
バの変更をアプリケーションが自動的に検知するこ
とができます。

2



OpenVMS Clusterソフトウェア SPD 29.78.29J
ソフトウェア仕様書

用語の定義

このドキュメントで使用する用語の定義を以下に示し
ます。

• ブートノード— MOP (管理オペレーション・プロ
トコル)サーバーおよびディスクサーバーの両方の
システムを意味します。ブートノードはサテライト
ブート要求を完全にサービスします。

• システム— OpenVMSオペレーティング・システ
ムが動作する Integrityサーバー， AlphaServerあ
るいは VAXコンピュータを意味します。各システ
ムは 1つあるいは複数のプロセッサで構成され，
OpenVMS Clusterノードとして動作します。
OpenVMS ClusterノードはOpenVMS Clusterメン
バとも呼ばれます。

• ディスクサーバー— OpenVMS MSCPサーバーを
使用してOpenVMS Clusterシステムの他のシステ
ムから直接ディスクにアクセスできるようにするた
めのシステムを意味します。

• HSC, HSJ — CIバスに接続するインテリジェン
ト・マスストレージ・コントローラ・サブシステム
を意味します。

• HSD — DSSIバスに接続するインテリジェント・
マスストレージ・コントローラ・サブシステムを意
味します。

• HSG, HSV/EVA, MSA, XP — Fibre Channelバス
に接続するインテリジェント・マスストレージ・コ
ントローラ・サブシステムを意味します。

• HSZ — SCSIバスに接続するインテリジェント・マ
スストレージ・コントローラ・サブシステムを意味
します。

• MDR (モジュラー・データ・ルータ) — Fibre Chan-
nelスイッチの後方で SCSIテープデバイスを使用
可能にするための Fibre Channelから SCSIへのブ
リッジ。

• NSR (ネットワーク・ストレージ・ルータ) — Fibre
Channelスイッチの後方で SCSIテープデバイスを
使用可能にするための Fibre Channelから SCSIへ
のブリッジ。

• MOP (管理オペレーション・プロトコル)サーバー
— OpenVMSオペレーティング・システムおよび
OpenVMS Clusterソフトウェアの最初の LANダ
ウンライン・ロードシーケンスを提供するために，
サテライトブート要求をサービスするシステム。最
初の LANダウンライン・ロードシーケンスの最後
に，そのサテライトはディスクサーバーを使用して
OpenVMSブートプロセスの残りの処理を実行しま
す。

• 混成アーキテクチャのOpenVMS Clusterシステム
— AlphaServerと VAXシステム，あるいは
AlphaServerと Integrityサーバーを組み合わせて
構成されたOpenVMS Clusterシステム。

• MSCP (マスストレージ制御プログラム) — DSA
(Digital Storage Architecture)ディスクストレー
ジ・サブシステムを制御するためのメッセージベ
ースのプロトコル。このプロトコルは，OpenVMS
DUDRIVERデバイスドライバによって実装されて
います。

• OpenVMS Cluster over IPおよび IP Cluster Inter-
connect (IPCI) —これらの用語は同じ意味で使用さ
れ，クラスタ通信のために TCP/IPスタックを使用
することを意味します。

• マルチホスト構成—単一の CI，DSSI， SCSIある
いは Fibre Channelインターコネクトに複数のシス
テムが接続されている構成。

• サテライト— MOPサーバーおよびディスクサーバ
ーを使用して LAN経由でブートされるシステム。

• シングルホスト構成 — CI，DSSI， SCSIあるいは
Fibre Channelインターコネクトに単一のシステム
が接続されている構成。

• スターカプラ—すべての CI接続システムとHSC
およびHSJコントローラの共通の接続ポイント。

• テープサーバー— OpenVMS TMSCPサーバーを使
用してOpenVMS Clusterシステムの他のシステム
から直接ファイルにアクセスできるようにするため
のシステム。

• TMSCP (テープ・マスストレージ制御プロトコル)
— DSAテープストレージ・サブシステムを制御す
るためのメッセージベースのプロトコル。このプロ
トコルは，OpenVMS TUDRIVERデバイスドライ
バによって実装されています。

• ボーツ— OpenVMS Clusterシステム内の各システ
ムは，複数のシステム間で累算されるボーツを提供
するように構成できます。各システムは，リソース
に対する分散共有アクセスが可能となるための，ク
ォーラムを満たすのに必要となるボーツ数の情報を
持ちます。OpenVMS Clusterシステムには少なく
とも 1つのボーティング・システムが構成されてい
ることが必要です。

OpenVMS Clusterクライアント・ソフトウェア

クライアント・システムとしてライセンスされたシ
ステムは，OpenVMS Clusterシステムのクライアン
ト・システムとして動作するように構成することがで
きます。OpenVMS Clusterのクライアント・ライセ
ンスは，NAS150レイヤード製品一部として提供され
ます。AlphaServersのDSシリーズに対しては，個別
のライセンスも提供可能です。OpenVMS Clusterク
ライアント・システムは，以下の例外を除き，本仕様
書に記載したOpenVMS Clusterのすべての機能を提
供します。

• クライアントシステムは，OpenVMS Clusterシス
テムの操作に対するボーツは提供できません。
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• クライアント・システムは，MSCPディスクや TM-
SCPテープのサービスを提供できません。

インターコネクト

OpenVMS Clusterシステムは，インターコネクトと
呼ばれる通信媒体で複数のシステムを接続することに
より構成されます。OpenVMS Clusterクラスタ内の
システムは，利用できる最も適切なインターコネクト
を使用して相互に通信します。インターコネクトに障
害が発生した場合，OpenVMS Clusterソフトウェア
は，使用可能なものがあれば自動的に代替のインター
コネクトを使用します。OpenVMS Clusterソフトウ
ェアは以下のインターコネクトをサポートしており，
これらを任意に組み合わせて使用できます。

• Fibre Channel (ストレージのみ， V7.2-1以降のバ
ージョン， Integrityおよび Alphaでサポート)

• Ethernet (10/100，Gigabit， 10 Gigabit)

• SCSI/SAS (Small Computer Storage Interconnect
/シリアル接続 SCSI) (Integrityでサポート。 Alpha
は SCSIのみ)

• Cluster over IP (IPCI) (V8.4以降のOpenVMS
Alphaおよび Integrityでサポート)

• Virtual Connect (Integrityのみ)

• CI (Computer Interconnect) (Alphaおよび VAXで
サポート)

• DSSI (Digital Storage Systems Interconnect)
(Alphaおよび VAXでサポート)

• FDDI (Fiber Distributed Data Interface) (Alphaお
よび VAXでサポート)

• ATM (ATM) (エミュレートされた LAN構成のみサ
ポート， Alphaのみサポート)

• Memory Channel (V7.1以降， Alphaのみ)

CIおよびDSSIは，OpenVMS Clusterを構成するた
めのシステムおよびストレージ用に高度に最適化され
た特殊なインターコネクトです。 CIおよびDSSIは，
システムとストレージ間の通信，および，システム間
の通信のどちらにも利用できます。

SCSIは業界標準のストレージ・インターコネクトで
す。 1つの SCSIバスには複数のシステムを構成でき，
SCSIストレージ・デバイスに対するマルチホスト・ア
クセスを提供します。 SCSIバスはシステム間の通信
には使用できません。このため，マルチホスト SCSI
バスに接続されたシステムは，システム間通信のため
に他のインターコネクトも構成する必要があります。

Fibre Channelはストレージと通信のための業界標準
のインターコネクトです。 Fibre Channel交換トポロ
ジーを利用したマルチホスト環境におけるストレージ
用のインターコネクトとして，OpenVMS V7.2-1以
降でサポートされています。 V7.2-2以降では，Mod-
ular Data RouterブリッジあるいはNetwork Stor-
age Routerブリッジを使用した SCSIテープもサポー

トされます。 SCSIの場合と同様に，マルチホスト Fi-
bre Channelバスに接続されたシステムでは，システ
ム間通信のための他のインターコネクトも構成する必
要があります。

Ethernet， ATM，および FDDIは，業界標準の汎用
性の高いインターコネクトで LANを実装するのに使
用できます。特に明記しない限り，これらの LANタ
イプに対するOpenVMS Clusterでのサポートの内容
は同じです。 ATMデバイスは，エミュレートされた
LAN構成デバイスとして使用する必要があります。
Ethernetおよび FDDIはシステム間通信をサポートし
ます。 FDDIベースのストレージ・サーバーをサポー
トする FDDI環境では，ストレージを構成できます。

Cluster over IPにより，標準のインターネットプロト
コルを使用して単一の LANあるいは VLANセグメン
トを越えたクラスタを構築することができます。この
機能により，耐災害性能が向上しています。
システム管理者は， SCACP管理ユーティリティを使
用して，クラスタ通信に IPを使用するOpenVMSク
ラスタ環境を管理および監視することもできます。
LAN上のクラスタ・プロトコル (SCSあるいは SCA
と呼ばれる)は，ポート・エミュレータ・ドライバ
(PEDRIVER)で提供されます。 PEDRIVERは，クラ
スタ通信で LAN接続するのに直接 802.3を使用するの
に加え，UDP (User Datagram Protocol)と IPを使
用します。 SYSAP (システムレベルアプリケーション)
が 2つのクラスタ・ノード間で通信する際に使用する
クラスタ・メッセージの転送に， PEDRIVERが持つ
高信頼配信メカニズムと組み合わされたUDPのデー
タグラム属性が使用されます。
Cluster over IPは，従来の LANベースの通信に加え
て利用可能なオプション機能です。ただし，クラスタ
内のノード間に LANと IPの両方のモードの通信が存
在する場合， PEDRIVERは IPではなく LAN通信を
選びます。

OpenVMS Cluster構成は，DS3， E3，および ATM
などのWAN基盤を使用して設定することができます。
これらの媒体への接続は，WANインタースイッチ・
リンク (ISL)の使用により行われます。

Memory Channelは，システム間通信のための高性能
のインターコネクトです。Memory Channelはストレ
ージへの直接アクセスはサポートしないため，Mem-
ory Channel構成の場合は，他のストレージ・インタ
ーコネクトも必要になります。

構成のルール

• アーキテクチャ混成クラスタは， 2種類のアーキテ
クチャでの構成に制限されます。長期に渡りサポー
トされている VAXと AlphaServerの混成クラスタ
と， AlphaServerと Integrityサーバーの混成クラ
スタの 2種類のパターンがサポートされています。
これらの組み合わせは完全にサポートされる構成で
す。
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• VAXサーバーと Integrityサーバーの混成アーキテ
クチャ・クラスタ (AlphaServerを含む場合，含ま
ない場合，どちらも)は，運用システムとして正式
にサポートする構成ではありません。ただし， VAX
から AlphaServerあるいは Integrityへアプリケー
ション移行する際に，このタイプの構成を開発やマ
イグレーションの途中段階で一時的に使用すること
は可能です。万一このタイプの構成の使用中に問題
が発生した場合は， VAXと Alphaのみのクラスタ
環境に戻すか， Integrityサーバーを含むクラスタ
環境から VAXシステムを取り除いてください。

• OpenVMS Clusterシステムでサポートする最大シ
ステム数は96です。OpenVMS Integrity V8.2で
は，混成アーキテクチャのクラスタノード数は16に
制限されます。OpenVMS Integrity V8.2-1以降で
は，この制限はありません。

• OpenVMS Clusterシステム内の各システムは，サ
ポートされる任意のOpenVMS Clusterインターコ
ネクト (表 1参照)で他のシステムと接続されていな
ければなりません。

• VAX–11/7xx，VAX 6000， VAX 7000， VAX 8xxx，
VAX 9000，および VAX 10000シリーズ・システム
は，ローカル・アダプタあるいはローカルの CIま
たはDSSI接続でアクセス可能なシステムディスク
が必要です。これらのシステムは，サテライト・ノ
ードとしてブートできるように構成することはでき
ません。

• 共通の CI，DSSI，あるいはMemory Channelイ
ンターコネクトに接続されたすべてのシステムは，
OpenVMS Clusterメンバーとして構成する必要が
あります。 CI，DSSI，あるいはMemory Channel
上に構成されたOpenVMS Clusterメンバは，同
じOpenVMS Clusterのメンバになります (これは
OpenVMS Clusterソフトウェアにより自動的に行
われます)。マルチホスト SCSIバスに接続されたす
べてのシステムは，同じOpenVMS Clusterのメン
バとして構成されなければなりません。

• OpenVMS Clusterシステムは任意の数のスターカ
プラを含むことができます。表 2に，個々のシステ
ムでサポートする CIアダプタの数を示します。シ
ステムに接続できるスターカプラの数は，そのシス
テムに構成されているアダプタの数によって制限さ
れます。

• 1つのスターカプラに接続できるシステムの最大数
は，スターカプラのサイズに関係なく16です。

• QバスとDSSIを接続するKFQSAアダプタは，DSSI
を経由したシステム間通信をサポートしません。こ
のアダプタを使用しているシステムでは，システム
間通信のための他のインターコネクトが必要になり
ます。

• DSSIに接続可能なシステムの最大数は，システム
あるいはアダプタのタイプに関係なく 4です。この
SPDのサポート・ハードウェアの項に記載している
例外を除き，任意のシステムおよびアダプタを組み

合わせて使用することができます。システム・モデ
ルによっては，DSSIバス・ケーブルの長さの制限
により，共通のDSSIに 4つのシステムを構成する
ことができない場合があります。詳細は，それぞれ
のシステムのシステム構成マニュアルを参照してく
ださい。

• 1つの SCSIバスに接続可能な AlphaServerシステ
ムの最大数は3です。 SCSIバスに 4ポート以上の
Fair Arbitration SCSI Hub (DWZZH–05)を含む場
合， AlphaServerシステムの最大数は4に増加しま
す。OpenVMS V8.2-1以降，最大2台の Integrity
サーバーを 1つの SCSIバスに接続することができ
ます。この構成にはいくつかの制限事項があり，そ
れらについては『 OpenVMS V8.2-1 for In-
tegrity Servers新機能およびリリース・ノート[翻訳
版]』で説明しています。

• AlphaServerシステムに接続可能なマルチホスト
SCSIバスの最大数は，26です。

• Fibre Channelストレージの構成サイズは，OpenVMSの
バージョンが上がるにつれて増加します。構成につ
いての最新情報については，『OpenVMS Cluster
構成ガイド』を参照してください。

• OpenVMS V7.2–1以降，パラレル SCSIおよび Fi-
bre Channelストレージ環境に対するマルチパス・
フェールオーバをサポートしています。この機能に
より，ローカルに接続されたストレージ・パスから
データアクセスのために提供されているパスへのフ
ェールオーバが可能です。詳細については，『Open-
VMS Cluster構成ガイド』を参照してください。

• OpenVMS V7.3–1以降，MSCPサービス・パスへ
のマルチパス・フェールオーバをサポートしていま
す。この機能により，物理的に接続されたストレー
ジパスからデータアクセスのためのクラスタ・サー
ビスパスへのフェールオーバが可能です。詳細につ
いては，『OpenVMS Cluster構成ガイド』を参照
してください。

• WANインターコネクトで構成されたOpenVMS
Clusterシステムは，『OpenVMS Cluster構成ガイ
ド』で説明する詳細な回線仕様に準拠する必要が
あります。システム間の距離は最大 150マイル (約
240km)です。 HPE サービスによるディザスタトレ
ラント・コンサルティングサービスで適切に設計
された環境では，最大システム間距離は 500マイル
(約 800km)です。

• Cluster over IPは，OpenVMS V8.4以降の
AlphaServerおよび Integrityサーバーでサポート
されます。 Cluster over IPを利用するには， TCP
/IP Services for OpenVMS V5.7も必要になりま
す。

• OpenVMS Cluster環境内のすべてのシステムで，
同じタイムゾーンが設定されている必要がありま
す。
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• OpenVMS Clusterシステムでは最大 1つのクォー
ラム・ディスクを構成することができます。クォ
ーラム・ディスクは，OpenVMSボリュームセット
のメンバ，あるいは Volume Shadowing for
OpenVMSで作成されたシャドウセットのメンバに
なることはできません。

• システムディスクはアーキテクチャ固有であると
同時に，システムディスクには 1つのバージョンの
オペレーティング・システムしか存在できません。
たとえば，システムディスク上にOpenVMS Alpha
V7.3–2とOpenVMS VAX V7.3が共存することはで
きません。

• HSJおよびHSCシリーズのディスクおよびテープ
デバイスは，同一のあるいは異なるスターカプラ
上のコントローラ間でデュアルパス化することが
できます。HSD30シリーズのディスクおよびテー
プデバイスは，同一のあるいは異なるDSSIインタ
ーコネクト上のコントローラ間でデュアルパス化
することができます。このようなデュアルパス化に
より，フェールオーバと呼ばれるOpenVMSの自動
回復機能が利用可能になり，データの可用性を向上
させることができます。フェールオーバは，現在使
用しているパスで障害が発生した場合に，システム
からストレージ・デバイスへ至る代替ハードウェア
パスを使用する機能です。このフェールオーバ処理
は，アプリケーションに対して透過的です。HSJ
あるいはHSCとローカル・アダプタ間のデュアル
パス化はサポートされていません。デュアルパス
化に 2つのローカル・アダプタが使用されている場
合，それぞれのアダプタは同じアーキテクチャの
別のシステム上に存在していなければなりません。
(注意:ディスクおよびテープ・デバイスが，異なる
スターカプラあるいはDSSIバスに接続されたコン
トローラ間でデュアルパス化されている場合，それ
らのスターカプラあるいはバスのいずれかに接続さ
れたシステムは，他のシステムとも接続されなけれ
ばなりません。)

• ディスクは，デュアル冗長構成の 1組のHSZコン
トローラでデュアルパス化することができます。
これらのコントローラは，同じホスト SCSIバスに
接続されていなければなりません。フェールオーバ
は，HSZ透過フェールオーバ機能を使用して実現
されます。

• OpenVMSオペレーティング・システムやレイヤー
ド製品のインストールおよびアップグレードは，異
なるアーキテクチャ間で実行することはできませ
ん。OpenVMS Alphaでのソフトウェアのインスト
レーションおよびアップグレードは，そのシステム
ディスクに直接アクセス可能なAlphaシステムで実
行されなければなりません。OpenVMS VAXでのソ
フトウェアのインストレーションおよびアップグレ
ードは，そのシステムディスクに直接アクセス可能
な VAXシステムで実行されなければなりません。
OpenVMS Integrityでのソフトウェアのインスト
レーションおよびアップグレードは，そのシステム

ディスクに直接アクセス可能な Integrityサーバー
で実行されなければなりません。

• Ethernet LANとそれらを使用するプロトコルは，
IEEE 802.2および IEEE 802.3標準に準拠していな
ければなりません。 Ethernet LANは， Ethernet
V2.0パケット・フォーマットもサポートしていな
ければなりません。

• FDDI LANとそれらを使用するプロトコルは， IEEE
802.2， ANSI X3.139–1987， ANSI X3.148–1988，
および ANSI X3.166–1990標準に準拠していなけれ
ばなりません。

• LANセグメントは，拡張 LAN (ELAN)間でブリ
ッジすることができます。 ELANは以下の制限付
きで IEEE 802.1Dに準拠していなければなりませ
ん。

— OpenVMS Clusterで使用されるすべての LAN
パスは，最低 10メガビット/秒の公称帯域幅で動
作可能でなければなりません。

— ELANは，パディングされた Ethernet V2.0パ
ケット・フォーマットと， FDDI SNAP/SAPパ
ケット・フォーマットを使用するパケットの配信
が可能でなければなりません。

— ELANは，少なくとも 1080バイトの最大データ・
フィールド長でパケットを配信可能でなくてはな
りません1。

— 任意の 2つのエンドノード間の最大ブリッジ数
は7です。

— どのブリッジにおいても，通過遅延の最大値が2秒
を超過してはいけません。

— ELANは， Ethernetおよび FDDIデータリンク・
フレームチェックシーケンスで提供されるものと
同等のエンドノード間のエラー検出機能を提供す
る必要があります。

• LANにおけるシステム間のOpenVMS Clusterト
ラフィックのパケット再送タイムアウト率の平均値
は，1000送信あたり1タイムアウト未満でなければ
なりません。

推奨事項

どのようなコンピューティング環境においても，OpenVMS
Clusterシステムを最適に構成すれば，コスト，機能
性，性能，処理能力，可用性などの要件を満たすもの
になります。これらの要件に影響する要因としては以
下のものがありきます。

• 使用するアプリケーション

• ユーザ数

• システム数およびシステムのタイプ

1 パディングされた Ethernet フォーマットでは，データ・フィールドの後ろに 2
バイト長のフィールドが続きます。これらの 2 つのフィールドはともに 802.3 形
式の LLC データ・フィールドを構成します。
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• インターコネクトとアダプタのスループットと待ち
時間特性

• ディスクとテープの I/O能力およびアクセス時間

• 提供しているディスクおよびテープ・デバイスの数

• インターコネクトの利用状況

OpenVMS Clusterソフトウェアの構成は，OpenVMS
Clusterソフトウェア製品に関する経験を元に行うこ
とをお勧めします。お客様の特定のアプリケーション
への依存性および性能に関する要件を評価して，求め
られるコンピューティング環境に適切な構成を決定す
べきです。

OpenVMS Clusterシステムの計画段階で以下のような
推奨事項を考慮すべきです。

• OpenVMS Clusterシステムは，システムの利用方
法に応じた性能を適切に提供できるインターコネ
クトを使用して構成すべきです。一般的に言えるの
は，可能な限り高性能なインターコネクトを使用す
ることです。システム間の強力なインターコネクト
としてはGigabit EthernetおよびMemory Chan-
nelが適切です。

• OpenVMS Clusterシステムは任意の数のシステム
ディスクを持つことができますが，システム性能と
管理上のオーバーヘッドを考慮してその数と場所を
決定してください。システムディスクが 1つの構成
よりも複数のシステムディスクを持つ構成の方が性
能は高くなりますが，システムディスクの数に比例
してシステム管理のための労力は増えます。

• 複数のOpenVMS Clusterシステムが共有ストレー
ジに直接アクセスできると，データの可用性と I/O
性能が高まります。可能であれば，MSCPサービ
スでのアクセスよりも，共有ストレージに直接ア
クセスできるようにシステムを構成してください。
マルチアクセスの CI，DSSI， SCSIおよび Fibre
Channelストレージは，シングルアクセスのローカ
ル・アダプタ接続のストレージよりも高いデータ
可用性を提供します。さらに，ローカルあるいは
HSC/HSJ/HSD/HSZ/HSG/MSA/XP/EVAストレージ・
コントローラ間でディスクをデュアル・パス化する
ことにより，コントローラ障害の際のデータの可用
性が高まります。

• システム，ストレージ，コントローラ，ディスクお
よびテープの追加などのコンポーネントの冗長化に
より，OpenVMS Clusterシステムの可用性を向上
させることができます。プリンタや端末などの追加
の周辺機器オプションも含めることができます。す
べてのOpenVMS Clusterインターコネクト (CI，
Memory Channel，DSSI， Ethernet， ATM，Gi-
gabit Ethernet， FDDI)およびすべてのOpenVMS
Clusterストレージ・インターコネクト (SCSIおよ
び Fibre Channel)のマルチインスタンスもサポー
トされます。

• リソースの可用性を高めるために，サテライトブー
トを行うOpenVMS Clusterでは複数のブートサー
バーを使用すべきです。複数のブートサーバーを含
むような構成でサーバーが停止した場合，マルチパ
ス・ディスクへのサテライト・アクセスは他のパス
へフェールオーバされます。OpenVMS Clusterで
最も強力なシステムをディスクサーバーとして使用
し，利用可能な最も高帯域幅の LANアダプタを使
用すべきです。

• FDDI LANの性能は構成ごとに変わります。Open-
VMS Cluster通信に FDDIを使用する場合， FDDI
リングがアイドル状態のときのリング待ち時間は，
400ミリ秒を超えないようにします。このリング待
ち時間は，約 40キロメートルのエンドノード間の
ケーブル距離に置き換えられます。

• ELANが提供する適切な帯域幅，信頼性，少ない
遅延により，OpenVMS Clusterの操作が最適化
されます。OpenVMSのドキュメントセットには
ELAN環境に関する詳細な構成ガイドラインが説
明されており，このガイドラインは技術の進化に
伴ってアップデートされています。個々の構成情報
については，『OpenVMS Clusterシステム』およ
び『OpenVMS Cluster構成ガイド』を参照してく
ださい。

• Volume Shadowing for OpenVMSの RAIDレベル
1のストレージ機能には，次のような利点がありま
す。
— ディスク障害の際のデータの可用性を向上させま
す。

— 複数のシャドウセット・メンバにより，読み取り
性能を高めます。

詳細については，『 Volume Shadowing for
OpenVMS Software Product Description』 (SPD
27.29.xx)を参照してください。

• DECram for OpenVMSソフトウェア製品を
使用すると，高性能なメモリ常駐 RAMディスクを
作成することができます。詳細については，『DE-
Cram for OpenVMS Software Product Descrip-
tion』 (SPD 34.26.xx)を参照してください。

OpenVMS Clusterの管理ツール
リアルタイム監視，調査，診断，およびシステム管理
のためのOpenVMSソフトウェアが用意されており，
これらを使用してクラスタシステム全般の可用性を高
めることができます。

Availability Manager

Availability Managerは，OpenVMS Alpha，
OpenVMS Integrity，あるいはWindows 2000/XPの
ノードから，拡張 LAN上の 1つあるいは複数のOpenVMS
Alphaノードあるいは VAXノードを監視するためのシ
ステム管理ツールです。このツールは，システム管理
者や分析者が特定のノードやプロセスを詳細に分析す
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るのに利用できます。分析によりリソースの可用性に
関する問題を検出し，修正のための対処案を提示しま
す。OpenVMS VAXでは Javaをサポートしていない
ため，データアナライザは実行されません。

Availability Manager V3.1では， Cluster over IPを
サポートするよう機能強化されています。 Availability
Managerのこの新しいリリースでは， LANあるいは
IPパス (チャネル)データを管理および監視するための
機能を提供しています。

DECamds

DECamds は Availability Managerと同じような
機能を持ち，OpenVMS AlphaServerおよび VAXシ
ステム上で動作します。

SCACP

SCACP (Systems Communications Architecture Con-
trol Program)は， LANあるいは IPクラスタ通信を監
視および管理するためのツールです。

サポートするハードウェア
サポートするシステム

OpenVMS Clusterソフトウェアは， OpenVMS の
ソフトウェア仕様書aにサポートハードウェアとして記
載されている Integrityサーバー， AlphaServerおよ
び VAXシステムで使用できます。

周辺機器オプションおよびストレージ・コントローラ
のサポート

OpenVMS Clusterシステムでは，OpenVMSがサポ
ートするすべての周辺機器オプションおよびストレー
ジ・サブシステムを使用することができます。詳細は
OpenVMS のソフトウェア仕様書aを参照してくだ
さい。

サポートするインターコネクト

表 1に，各システムでサポートするインターコネク
ト，およびそのインターコネクト経由でサテライトノ
ードとしてブート可能かどうかを示しています。 LAN
インターコネクト (FDDIあるいは Ethernet)経由のサ
テライトブート要求はすべてのシステムで処理可能で
す。

注意: インターコネクト・サポートと LANブート機
能の内容は，絶えず向上しています。多くの場合，こ
れらの機能追加はハードウェア・オプションとシステ
ムコンソールのマイクロコードの拡張によるもので，
OpenVMSソフトウェアに依存するものではありませ
ん。最新情報については，ハードウェア・オプション
およびシステムのドキュメントを参照してください。
a 『 OpenVMS Version 8.4 for Integrity servers / OpeenVMS Alpha Ver-
sion 8.4 ソフトウェア仕様書』 (SPD 25.C4.xx) あるいは『 OpenVMS Operat-
ing System for Alpha and VAX Software Product Description』 (SPD 25.01.xx)

LANのサポート

OpenVMS Clusterの各システムでは， Ethernetおよ
び FDDIインターコネクトへのアクセスにOpenVMS
がサポートするすべての Ethernet (10 Mb/秒， 100
Mb/秒，および 1000 Mb/秒)と FDDI LANアダプタを
使用できます。Q–busは 1つの FDDIアダプタでのみ
構成できる点を除き，任意の数の LANアダプタを組み
合わせて構成できます。詳細は， OpenVMS のソ
フトウェア仕様書aを参照してください。

Gigabit Ethernet LANアダプタは， V7.1-2から V7.2-
xxでは限定されたOpenVMS Clusterインターコネク
ト機能に対して使用できます。OpenVMS V7.3以降の
クラスタでは，Gigabit Ethernetおよび ATMエミュ
レート LAN Ethernet接続がより広くサポートされま
す。さらにOpenVMS V7.3以降では，クラスタノード
間の複数のパラレル LAN接続で SCSクラスタ通信ト
ラフィックの負荷を分散させることも可能です。これ
らのインターコネクトにおける個々の制限事項につい
ては，お使いのバージョンのOpenVMSのリリース・
ノートを参照してください。

DEFZA FDDIアダプタは VAXシステムでのみサポー
トされます。

注意: VAXシステムは FDDI経由ではブートできませ
ん。

AlphaServerおよび Integrityサーバーで
サポートするクラスタインターコネクト
OpenVMS V8.2以降のOpenVMS Clusterソフトウ
ェアでは， AlphaServerと Integrityサーバーの混成
アーキテクチャ・クラスタをサポートしています。限
られた数のインターコネクトがこの環境に存在できま
す。

ホスト間 (SCS)通信では， AlphaServerと Integrityサ
ーバーは 10/100/1000 LANベースで接続できます。共
有ストレージに関しては，主要な環境は Fibre-Channel
SANベースの構成です。

OpenVMS V8.2-1以降の Integrityサーバーでは， 2
ノードの共有 SCSI環境は， Integrityサーバー・ノー
ドのみのMSA30MIシェルフで提供されます。Open-
VMS V8.3-1H1以降の Integrityサーバーでは，最大
4ノードの共有 SASクラスタ環境が，MSA60/70シェ
ルフにより提供され， Smart Array P700コントロー
ラによって接続されます。

Integrityサーバー， Alpha，および VAX
クラスタのインターコネクト・サポート
一覧
表 1に Integrityサーバー， Alpha，および VAXクラ
スタでサポートするインターコネクトを示します。
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表 1
Integrityサーバー， Alpha，および VAXクラスタでサポートするインターコネクト

システム CI
Memory
Channel1 DSSI

マルチホ
スト SCSI FDDI

ATM, 3
Ethernet

Fibre
Channel IP

BladeSystems Integrity BL8x0c i2
Server Blades

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

BladeSystems Integrity BL860c Server
Blade (2P/2C; 2P/4C); 1.6GHz/6MB,
1.4GHz/12MB, 1.6GHz/18MB; c7000あるい
は c3000エンクロージャに装備

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

BladeSystems Integrity BL870c Server
Blade (2P/2C; 2P/4C); 1.6GHz/18MB,
1.4GHz/12MB, 1.6GHz/24MB; c7000および
c3000エンクロージャに装備

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx1600 Server (2P/2C); 1.0GHz – – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx1620 Server (2P/2C); 1.6GHz
/3MB 267FSB (DP), 1.3GHz/3MB (DP)

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx2600 Server (2P/2C); 1.5,
1.4, 1.3, 1.0 GHz

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx2620 Server (2P/4C); 1.6GHz
/18MB, 1.4GHz/12MB

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx2620 Server (2P/2C); 1.6GHz
/6MB, 1.6Ghz/3MB (DP), 1.3GHz/3MB (DP)

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx2660 Server (2P/2C, 2P/4C);
1.6GHz/6MB, 1.4GHz/12MB, 1.6GHz/18MB

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx3600 Server (2P/4C); 1.6GHz
/18MB,1.4GHz/12MB

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx4640 Server (4P/8C); 1.6GHz
/24MB; 1.6GHz/18MB

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx4640 Server (4P/4C); 1.6GHz
/9MB, 1.6GHz/6MB, 1.5GHz/4MB, 1.5GHz,
1.3GHz

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx4640 Server (8P/8C); 1.1GHz – – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx6600 Server (4P/8C); 1.6GHz
/24MB, 1.6GHz/18MB, 1.4GHz/12MB

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx7620 Server, 2 cell (8P/8C);
1.6GHz/6 MB, 1.5GHz/4 MB

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx7620 Server FAST Base
Systems-2,4,6,8-core

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx7640 Server, 2 cell (8P/16C);
1.6GHz/18MB, 1.4GHz/12MB

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx7640 Server FAST Base
Systems-4,8,12,16-core

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx8620 Server, 4 cell (16P
/16C); 1.6GHz/6 MB, 1.5GHz/4 MB

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx8620 Server FAST Base
Systems-2,4,8,12,16-core

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

1V7.1 以降でのみサポート。 GS1280 および ES47 における Memory Channel のサポートは， H1CY2003 に発表。
3エミュレート LAN 構成を使用した ATM を， AlphaServer 300 および 400 システムを除くすべての AlphaServer のクラスタインターコネクトとして使用できます。
ATM は，表に掲載した DEC シリーズ・システムあるいは VAX システムではサポートされません。
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表 1 (続き)
Integrityサーバー， Alpha，および VAXクラスタでサポートするインターコネクト

システム CI
Memory
Channel1 DSSI

マルチホ
スト SCSI FDDI

ATM, 3
Ethernet

Fibre
Channel IP

Integrity rx8640 Server, 4 cell (16P
/32C); 1.6GHz/24MB, 1.6GHz/18MB ,
1.4GHz/12MB

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity rx8640 Server FAST Base
Systems-4,8,16,24,32-core

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity Superdome with sx2000
chipset, 16 cell (64P/128C) -ハードパー
ティション (nPar)の最大サイズ 4セル;
1.6GHz/24MB;1.6GHz/18MB

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

Integrity Superdome with sx1000
chipset, 16 cell (64P/64C) -ハードパー
ティション (nPar)の最大サイズ 4セル;
1.6GHz/9MB

– – – – – –, Yes+Sat – Yes

AlphaServer GS 80/160/320, GS60/140,
GS1280, 8200, 8400

Yes4 Yes Yes5 Yes Yes+Sat6 Yes,
Yes+Sat

Yes Yes

AlphaServer ES40, ES45, ES47, ES80,
4000, 4100

Yes Yes Yes Yes Yes+Sat Yes,
Yes+Sat

Yes Yes

AlphaServer 1200, 2000, 2100, 2100A,
DS20, DS20E

Yes Yes Yes Yes Yes+Sat Yes+Sat Yes7 Yes

AlphaServer DS10/10L/20/25, 1000, 1000A – Yes Yes Yes Yes+Sat Yes+Sat Yes8 Yes

AlphaServer 400,800 – – Yes Yes Yes+Sat1 Yes+Sat Yes9 Yes

AlphaServer 300 – – – Yes Yes Yes+Sat – Yes

AlphaStations – – – Yes Yes+Sat10 Yes+Sat Yes2 Yes

DEC 7000, 10000 Yes – Yes – Yes+Sat Yes – –

DEC 4000 – – Yes – Yes Yes+Sat – –

DEC 3000 – – – Yes Yes+Sat11 Yes+Sat – –

DEC 2000 – – – – Yes Yes+Sat – –

VAX 6000, 7000, 10000 Yes – Yes – Yes Yes – –

VAX 8xxx, 9xxx, 11/xxx Yes – – – – Yes – –

VAX 4xxx12 – – Yes – Yes Yes+Sat – –

VAX 2xxx, 3xxx12 – – – – – Yes+Sat – –

1V7.1 以降でのみサポート。 GS1280 および ES47 における Memory Channel のサポートは， H1CY2003 に発表。
2DS シリーズ・ベースの新しい AlphaStations は Fibre Channel ストレージをサポートします。
3エミュレート LAN 構成を使用した ATM を， AlphaServer 300 および 400 システムを除くすべての AlphaServer のクラスタインターコネクトとして使用できます。
ATM は，表に掲載した DEC シリーズ・システムあるいは VAX システムではサポートされません。
4"Yes"で示すシステムではそのインターコネクトをサポートしますが，そのインターコネクト経由でサテライトノードとしてブートすることはできません。
5DSSI は GS， ES， DS シリーズの AlphaServer ではサポートされません。
6"Yes+Sat"で示すシステムでは，そのインターコネクトをサポートし，そのインターコネクト経由でサテライトノードとしてブートすることが可能です。
7AlphaServer 2000， 2100， 2100A を除きます。
8AlphaServer 1000 を除きます。
9AlphaServer 800 のみ。
10V7.1 以降でのみサポート。ほとんどのモデルで FDDI ブート機能を提供します。詳細はそれぞれのシステムのドキュメントを参照してください。
11DEFTA を使用した場合のみ。
12いくつかのモデルでインターコネクトのサポートがわずかに異なります。詳細はそれぞれのシステムのドキュメントを参照してください。
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サポートする CI

OpenVMS Clusterシステムは複数の CIアダプタで
構成できます。各システムでサポートするアダプタを
表 2に示します。 1つのシステムで構成できるアダプ
タのタイプは 1種類のみです (例外として，OpenVMS
V7.1では CIXCDと CIPCAアダプタを同じシステム
で一緒に構成可能です)。各タイプの最大数をこの表に

示しています。 1つのシステムの各 CIアダプタは，そ
れぞれ同じスターカプラに接続することも，異なるス
ターカプラに接続することも可能です。

注意: CIBCA–Aアダプタは，同じシステムでKFMSA
アダプタと併用することはできません。

注意: CIBCA–Aと CIBCA–Bは異なります。

表 2
サポートする CIアダプタ

System - CIxxx 750 780 BCI BCA-A BCA-B XCD PCA

AlphaServer GS, 8400 – – – – – 10 10,261

AlphaServer 8200 – – – – – – 10,261

AlphaServer ES, 4000, 4100 – – – – – – 32

AlphaServer 4000 + I/O expansion – – – – – – 63

AlphaServer DS, 2100A, 1200 – – – – – – 3

AlphaServer 2000, 2100 – – – – – – 24

DEC 7000, 10000 – – – – – 10 –

VAX 11/750 1 – – – – – –

VAX 11/780, 11785 – 1 – – – – –

VAX 6000 – – – 1 4 4 –

VAX 82xx, 83xx – – 1 1 1 – –

VAX 86xx – 2 – – – – –

VAX 85xx, 8700, 88xx – – 1 1 2 – –

VAX 9000 – – – – – 6 –

VAX 7000, 10000 – – – – – 10 –

12 つの数値は， V6.2-1H3 での上限と V7.1 以降での上限です。
23 つの CIPCA アダプタのうち 1 つは， CIPCA-AA で 2 つは CIPCA-BA でなければなりません。
3CIPCA-AA は 3 つのみサポートします。
4CIPCA-BA は 1 つのみサポートします。

CIPCAアダプタを構成する場合は以下のガイドライン
に従ってください。

• CIPCAアダプタは， CIXCDおよび CIBCA-B CI
アダプタ，およびHSC50を除くHSC/HSJコント
ローラと CIバス上で併用できます。その他の CIア
ダプタは， CIPCAと同じ CIバスで構成することは
できません。HSC40/70コントローラは， Revision
F (あるいはそれ以上)の L109モジュールで構成す
る必要があります。

• CIPCA-AAアダプタは， 1つの PCIバックプレー
ン・スロットと 1つの EISAバックプレーン・スロ
ットを占有します。

• CIPCA-BAアダプタは， 2つの PCIバックプレー
ン・スロットを占有します。

スターカプラ拡張ユニット

スターカプラに CIスターカプラ・エクスパンダ (CISCE)
を追加して，接続容量を 32ポートに増加させることが
できます。スターカプラに接続可能なシステム数の最
大値は，ポート数に関係なく16です。

Memory Channelのサポート (V7.1以降でサポート)

AlphaServer 1000以降のすべての AlphaServer
システムでMemory Channelがサポートされます。
Memory Channelの構成の際には以下のルールに従っ
てください。

• 最大 8台のシステムを 1つのMemory Channelイ
ンターコネクトに接続できます。

• Memory Channelアダプタが構成されたシステム
は， 128メガバイト以上のメモリが必要です。
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• 1つのシステムに最大 2つのMemory Channelアダ
プタを接続可能です。Memory Channelインター
コネクトを 2つ構成すると，クラスタの可用性と性
能を向上させることができます。他のアダプタある
いはバス・オプションが構成された
AlphaServer 8xxx DWLPA I/Oでは，Memory
Channelアダプタを 1つだけ構成できます。この制
約は，他のアダプタあるいはバス・オプションが
接続されていないDWLPB I/Oチャネルあるいは
DWLPA I/Oチャネルには適用されません。

• 1つのシステムの複数のアダプタを同じMemory Chan-
nelハブに接続することはできません。

• Memory Channelアダプタのバージョンはすべて
同じでなければなりません。特に，同じ接続内で
Memory Channel V1.5アダプタとMemory Chan-
nel V2.0アダプタを混在させることはできません。

DSSIのサポート

以下のリストで示す例外を除き， Alphaおよび VAX
DSSIアダプタはどのような組み合わせでも共通のDSSI
バス上に構成可能です。個々のアダプタと構成につい
ての情報は，それどれのハードウェアのマニュアルを
参照してください。構成に関する全般的なガイドライ
ンを以下に示します。

• 表 1に示す AlphaServerはKFPSA (PCI to DSSI)
アダプタで構成してください。KFPSAは高性能の
DSSIアダプタで，可能な場合はこのアダプタを使
用することをお勧めすいます。

• サポートされているその他のアダプタは以下のとお
りです。

— KFESB (EISA to DSSI)： 4xxxおよび 8xxxシリ
ーズを除くすべての AlphaServer

— KFESA (EISA to DSSI)： AlphaServer 2100

— KFMSB： Alpha XMIシステム

— KFMSA： VAX XMIシステム

— KFQSA： VAX Q–busシステム

• KFMSBアダプタとKFPSAアダプタは，同じDSSI
バス上には構成できません。

• KFPSAは 1つのシステムに最大24まで構成可能。

• KFMSA/Bは 1つの XMIバスに最大6まで構成可能。

• KFMSA/Bは 1つのシステムに最大12まで構成可能。

• KFESBは 1つのシステムに最大 4まで構成可能。

• KFESAは 1つのシステムで最大 2まで構成可能。

• 1つのシステムで 1つのKFESBと 1つのKFESAを
組み合わせで構成できます。

• DEC 4000 DSSIアダプタはDSSIバスをターミネ
ートするため，DSSIでは 2台のDEC 4000のみ構
成可能です。

• 新しい世代のいくついかの AlphaServerプロセッサ
でDSSIがサポートされます。GSシリーズおよび
DS20シリーズではサポートされます。DSシリー
ズおよび ESシリーズではサポートされません。

デュアルホスト SCSIストレージのサポート (Integrity)

rx1600および rx2600シリーズのOpenVMS Integrity
サーバー・システムは，共有 SCSIストレージを持つ
2ノードのOpenVMS Clusterを形することができま
す。『 OpenVMS V8.2-1 for Integrity Servers新機
能およびリリース・ノート[翻訳版]』で説明するような
構成上の制限事項があります。

マルチホスト SCSIストレージのサポート (Alpha)

OpenVMS Clusterソフトウェアは， AlphaServerシ
ステムと SCSIアダプタ，デバイス，コントローラを
使用したマルチホスト SCSI構成をサポートします。
マルチホスト SCSIバス上で構成可能なシステムは表 1
に示します。

オプションのKZPSA (ファスト -ワイド・ディファレ
ンシャル)あるいはKZPBA–CB (ウルトラワイド・デ
ィファレンシャル; V7.1-1H1以降でのみサポート)ア
ダプタをサポートする AlphaStation あるいは
AlphaServerシステムは，それらを使用してマルチホ
スト SCSIバスに接続できます。個々のシステムのKZPSA
およびKZPBAのサポートに関する情報は，それぞれ
のドキュメントを参照してください。KZPBA–CA (ウ
ルトラワイド・シングルチャネル・アダプタ)あるい
はKZPBA–CB (ウルトラワイド・ディファレンシャ
ル・アダプタ)のどちらかによるシングルホストUltra
SCSI接続は， V6.2–H3以降でサポートされます。

また， AlphaServer 4000， 4100， 8200，および 8400
以外の AlphaStationあるいは AlphaServerシステムは，
NCR–810ベースの内蔵 SCSIアダプタあるいは EV6
より前のハードウェア・プラットフォームのオプショ
ンであるKZPAAアダプタを使用して，マルチホスト
SCSIバスに接続することができます。

さらに，DEC 3000システムは，オプションのKZTSA
(ファスト -ワイド・ディファレンシャル)アダプタを
使用してマルチホスト SCSIバスに接続することがで
きます。

注意: さまざまな SCSIアダプタを使用してシングル
ホストの SCSIバスに接続することができます。 SCSI
サポートに関する詳細な情報については，OpenVMSの
ソフトウェア仕様書aを参照してください。

マルチホスト・バスへの接続にはオプションのアダプ
タを使用することをお勧めします。オプションのアダ
プタを使用すると SCSI配線が簡単になり，内蔵アダ
プタをテープ，フロッピー， CDドライブ用に使用す
ることができます。

a 『 OpenVMS Version 8.4 for Integrity servers / OpeenVMS Al-
pha Version 8.4 ソフトウェア仕様書』 (SPD 25.C4.xx) あるいは『 OpenVMS
Operating System for Alpha and VAX Software Product Description』 (SPD
25.01.xx)
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マルチホスト SCSI構成では，シングルエンド SCSI
からディファレンシャル SCSIへ変換するDWZZAお
よびDWZZBが使用できます。

マルチホスト SCSIバスは， SCSI–2あるいは SCSI–3
に適切に準拠したディスクで構成できます。ディスク
は，以下の 3つの機能をサポートしている必要があり
ます。

• マルチホスト・サポート
• Tagged Command Queueing

• Automatic Bad Block Revectoring

SCSIディスクのこれらの要件については，『Open-
VMS Cluster構成ガイド』で説明しています。一般
に， HPEあるいは他社から提供されるほとんどすべて
のディスクドライブはこれらの機能をサポートしま
す。 HPE製のドライブで例外なのは， Tagged Com-
mand Queueingをサポートしない RZ25および RZ26F
です。

テープ，フロッピーディスク，および CDドライブは，
マルチホスト SCSIバスには構成できません。これら
のデバイスはシングルホスト SCSIバスに構成してく
ださい。

HSZシリーズのストレージ・コントローラはマルチ
ホスト SCSIバスに構成できます。構成情報について
は，HSZストレージ・コントローラのドキュメントを
参照してください。HSZがマルチホスト SCSIバスに
接続されていると，そのHSZコントローラ・ストレー
ジ・バス上にテープ，フロッピーディスク，あるいは
CDドライブは構成できません。

マルチホスト SCSIバスは，すべての SCSI–2仕様あ
るいは SCSI–3仕様に準拠しなければなりません。ケ
ーブルの長さや終端についての規則にも準拠する必要
があります。詳細については， SCSI–2あるいは SCSI–
3仕様，または『OpenVMS Cluster構成ガイド』を参
照してください。

Fibre Channelストレージのサポート

V7.2–1以降，OpenVMS Clusterソフトウェアは，
AlphaServerシステムおよび Fibre Channelアダプタ，
スイッチ，コントローラを使用したマルチホスト Fi-
bre Channelストレージ構成をサポートします。
Integrityサーバーでは，OpenVMS V8.2以降でこの
構成をサポートします。ダイレクト接続の Fibre Chan-
nelストレージと Arbitrated Loop Fibre Channel構
成は，サポートされません。最新の構成ガイドライン
と制限事項については，『OpenVMS Cluster構成ガイ
ド』を参照してください。このマニュアルでは，コン
トローラ (HSG80，HSG60，HSV110，MSA1000お
よび XP)，スイッチ，アダプタ (KGPSA–**)に関する
要件と，この構成に接続可能なディスクに関する要
件について説明しています。ホストの数，アダプタの
数，スイッチの数，およびこれらのコンポーネント間
の距離などの値はリリースごとに増加していますの
で，最新情報をマニュアルで確認してください。

OpenVMS V7.2-2以降，Modular Data Router (MDR)
あるいはNetwork Storage Router (NSR)ブリッジ製
品を使用して SCSIテープデバイスを Fibre Channel
ストレージ環境に接続できます。これらのブリッジに
より，テープデバイスを Fibre Channelスイッチ環境
の裏側に配置し， Fibre Channelディスクと同じ方法
で共有することができます。 Integrityサーバーでは，
OpenVMS V8.2以降でこの構成をサポートします。

Fibre Channelのサポートは現在ストレージのみに限
定されるため，完全なクラスタ機能を利用するために
は，ノード間通信のための 2番目のインターコネクト
が必要になります。

ソフトウェアの要件
OpenVMSオペレーティング・システム

OpenVMS Integrity V8.4およびOpenVMS Alpha
V8.4についての詳細は，『 OpenVMS Version 8.4
for Integrity servers and Alphaソフトウェア仕様書』
(SPD 25.C4.xx)を参照してください。

OpenVMS VAXおよび V7.3–2以前のOpenVMS Alphaに
ついての詳細は，『 OpenVMS Operating System
for Alpha Version 7.3–1 and 7.3–2, and VAX Version
7.3 Software Product Description』 (SPD 25.01.xx)を
参照してください。

OpenVMS Clusterで複数のバージョンのOpenVMSを
共存させることができるため，OpenVMS Clusterを
稼動させながら段階的にアップグレードを行うことが
可能です。システムディスクにインストールできるの
は 1つのバージョンのOpenVMSのみなので，Open-
VMS Clusterで複数のバージョンのOpenVMSを共
存させるには複数のシステムディスクが必要になりま
す。また，アーキテクチャごとにシステムディスクが
必要なので，OpenVMS AlphaとOpenVMS VAXを
同じシステムディスク上に存在させることはできませ
ん。OpenVMS Clusterで複数のバージョンのOpen-
VMSを共存させる構成は，以下の条件でサポートされ
ます。

クラスタの保証サポートと移行サポート

保証サポートとは，OpenVMS Clusterで 2つのアーキ
テクチャが混在可能なことが HPEによる十分な検証に
より確認されており，これらの構成でお客様が発見し
た問題に対して回答することを意味します。

移行サポートとは，より高いバージョンのOpenVMS
あるいは新しいハードウェアに段階的に移行できるよ
うに， 2つのアーキテクチャおよびバージョンを組み
合わせて使用する構成を HPEが検証済であることを示
しています。 HPEは，これらの構成において発見され
た問題報告に対し回答します。ただし例外的に，問題
解決のために保証サポート構成への移行をお客様にお
勧めする場合もあります。

13



OpenVMS Clusterソフトウェア SPD 29.78.29J
ソフトウェア仕様書

注意: 同じプラットフォーム/バージョンの組み合わせ
は，常に保証されます。

表 3
OpenVMS AlphaとOpenVMS
Integrityのクラスタサポート

OpenVMSのバー
ジョン

Alpha
V7.3-2

Alpha
V8.2

Alpha
V8.3

Alpha
V8.4

Integrity V8.2 保証 保証 移行 移行
Integrity V8.2-1 保証 保証 移行 移行
Integrity V8.3お
よび V8.3-1H1

移行 移行 保証 移行

Integrity V8.4 移行 移行 移行 保証

注意: Alpha V7.3-2および Alpha V8.2の組み合わせ
は保証されてます。

注意: Integrity V8.2および Integrity V8.2-1の組み合
わせは保証されています。

表 4
OpenVMS AlphaとOpenVMS
VAXのクラスタサポート

OpenVMSの
バージョン

Alpha
V7.3-2

Alpha
V8.2

Alpha
V8.3

Alpha
V8.4

VAX V7.3 保証 保証 保証 保証

注意:同一クラスタでの VAXと Integrityサーバーの共
存は，移行時などの一時的な場合のみ可能です。

移行サポートは， 2つのバージョンのOpenVMSシス
テムが稼動しているOpenVMS Clusterシステムでも
提供されます。以下の組み合わせが可能です。

— Alpha V7.3–2, 7.3–1, 7.3, 7.2–2, 7.2–1, 7.2–1H1,お
よび 7.2のいずれかのバージョンの組み合わせ

— Alpha V7.3–1, 7.3, 7.2–2, 7.2–1xx, 7.2, 7.1-2, 7.1-
1Hx,および 7.1のいずれかのバージョンの組み合わ
せ

— Alpha V7.2, 7.1–xxx,および 6.2–xxxのいずれかの
バージョンの組み合わせ

— Alpha V7.1, 7.0,および 6.2–xxxのいずれかの組み
合わせ

— Alpha V6.2–xxxと，OpenVMS VAX V5.5-2, 6.0,
6.1およびOpenVMS Alpha V1.5, 6.0,および 6.1の
いずれかのバージョンの組み合わせ

DECnetソフトウェア (Alphaおよび VAX)

DECnetソフトウェアはOpenVMS Cluster構成では
必要ありません。ただし，DECnetソフトウェアは，
DECnetメールボックスを使用したノード間のプロセ
スとプロセスの通信には必要です。

OpenVMS V6.2–1H3のMonitorユーティリティは，
クラスタ内での通信にDECnetを使用します。

OpenVMS V7.1以降のMonitorユーティリティは，必
要に応じて TCP/IPあるいはDECnetベースのトラン
スポートをクラスタ内の通信に使用します。

詳細については，DECnetのソフトウェア仕様書を参
照してください。

DECamds (Alphaおよび VAX)

DECamdsは，DECwindows Motif for OpenVMSを
必要とします。詳細については，『DECwindows Mo-
tif for OpenVMS Software Product Description』
(SPD 42.19.xx)を参照してください。

オプション・ソフトウェア
オプション・ソフトウェアにおけるOpenVMS Cluster
のサポートについては，それらの製品のソフトウェア
仕様書のOpenVMS Clusterサポートについての項を
参照してください。

OpenVMS Clusterシステムで利用すると便利なオプ
ション・ソフトウェアとしては，以下のものがありま
す。

• Volume Shadowing for OpenVMS (SPD 27.29.xx)

• RAID Software for OpenVMS (SPD 46.49.xx)

• DECram for OpenVMS (SPD 34.26.xx)

• VAXcluster Console System (SPD 27.46.xx)

バージョンアップの考慮
今後のバージョンで最低限必要なハードウェアおよび
ソフトウェアは，現行バージョンのものとは異なる可
能性があります。

提供媒体
OpenVMS ClusterソフトウェアはOpenVMSオペレ
ーティング・システムと同じ配布メディアで提供され
ます。詳細についてはOpenVMSオペレーティング・
システムの SPDを参照してください。
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注文情報
OpenVMS Clusterの注文情報は以下のとおりです。

OpenVMS Cluster構成における各サーバー・システム
(クライアントではなく)では，次のものが必要になり
ます。

• VMScluster Software for OpenVMS Integrity

ソフトウェア・ライセンス:

– Per Socket License (PSL) on Integrity server
blades (BL8x0c i2 server blades): BA412BC

– BA412BC#422, PSL 2Skt/2C Tier LTU

– BA412BC#424, PSL 2Skt/4C Tier LTU

– BA412BC#472, PSL 4Skt and higher/2C LTU

– BA412BC#474, PSL 4Skt and higher/4C LTU

– Per Core License on Integrity servers:
BA412BC

– BA412BC#211, PCL 2P/4C Blade Tier 1 LTU
unit

– BA412BC#221, PCL Dual Core 2Skt Tier 1 LTU
unit

– BA412BC#271, PCL Dual Core 4Skt and higher
Tier 1 LTU unit

VMScluster Software for OpenVMS Integrityライセ
ンスはHigh Availability OE (HA-OE)ライセンスにも
含まれています。注文情報については『 Operating
Environments for OpenVMS for Integrity servers Soft-
ware Product Description』 (SPD 82.34.xx)を参照し
てください。

LMF PAK名: VMSCLUSTER
ソフトウェア・メディア:

– Base OE Media, BA322AA

– High Availability OE Media, BA324AA

• VMScluster Software for OpenVMS Alpha

— ソフトウェア・ライセンス: QL–MUZA*–AA

— LMF PAK名: VMSCLUSTER

• VAXcluster Software for OpenVMS VAX

— ソフトウェア・ライセンス: QL–VBRA*–AA

— LMF PAK名: VAXCLUSTER

OpenVMS Clusterクライアント・ソフトウェアは，
Alpha版はNAS150製品の一部として提供されます。
DSシリーズの AlphaServer用には個別にも販売可能
です。

OpenVMS Integrity用のOpenVMS Clusterクライア
ント・ソフトウェアのライセンスは，HA-OEに含ま
れています。 Integrityサーバーでは， Per Socket Li-
cense (PSL) on Integrity server bladesあるいは
Per Processor Core License (PCL) on Integrity
serversのライセンスも利用できます。

• VMScluster Client Software for OpenVMS Alpha

— ソフトウェア・ライセンス: QL–3MRA*–AA

— ソフトウェア移行ライセンス: QL–6J7A*–AA

— LMF PAK名: VMSCLUSTER-CLIENT

• VMScluster Client Software for OpenVMS In-
tegrity

ソフトウェア・ライセンス:

– Per Socket License on Integrity server
blades (BL8x0c i2 server blades): BA411BC#404

– Per Core License on Integrity servers:
BA411BC#201

LMF PAK Name: VMSCLUSTER-CLIENT
ソフトウェア・メディア:

– Base OE Media, BA322AA

– High Availability OE Media, BA324AA

* 型番の可変フィールドは記載していません。提供さ
れているライセンス，サービス，およびメディアに
ついての詳細は， HPEまでお問い合わせください。

上記のすべてのライセンスには，DECamdsおよび Avail-
ability Manager可用性管理ソフトウェアの利用権が含
まれています。

ドキュメント
OpenVMS Clusterに関係するマニュアルとしては，以
下のようなドキュメントがあります。

• 『OpenVMS Clusterシステム』
• 『OpenVMS Cluster構成ガイド』
• 『DECamds User’s Guide』
• 『 OpenVMS Availability Manager User’s

Guide』

OpenVMSのドキュメントについては，以下のドキュ
メントを参照してください。

• OpenVMS のソフトウェア仕様書a

• 『日本語 OpenVMS リリース・ノート』
• 『 OpenVMS 新機能説明書』
a 『 OpenVMS Version 8.4 for Integrity servers / OpeenVMS Alpha Ver-
sion 8.4 ソフトウェア仕様書』 (SPD 25.C4.xx) あるいは『 OpenVMS Operat-
ing System for Alpha and VAX Software Product Description』 (SPD 25.01.xx)
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• 『日本語 OpenVMS CD/DVDユーザーズ・ガ
イド』

ソフトウェア・ライセンス契約
本ソフトウェアはライセンス契約に基づいてのみ提供
されます。弊社のライセンス契約の諸条件と諸方針に
ついての詳細は，最寄りの弊社の各支店/営業所までお
問い合わせください。

OpenVMS Clusterソフトウェア製品はOpenVMS LMF
(ライセンス管理機能)をサポートしています。

OpenVMS Clusterソフトウェアのライセンス・ユニッ
トは無制限システムユーザ・ベースで割り当てられま
す。

ライセンス管理機能についての詳細は，OpenVMSの
ソフトウェア仕様書a を参照してください。

ソフトウェア製品サービス
弊社ではさまざまなサービス・オプションを提供して
います。詳細については，最寄の各支店/営業所にお問
い合わせください。

a 『 OpenVMS Version 8.4 for Integrity servers / OpeenVMS Alpha Ver-
sion 8.4 ソフトウェア仕様書』 (SPD 25.C4.xx) あるいは『 OpenVMS Operat-
ing System for Alpha and VAX Software Product Description』 (SPD 25.01.xx)

保証
本ソフトウェアについては，弊社所定のソフトウェア
保証基準に定められた保証が提供されます。

© 2012 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

本ドキュメントの著作権はHewlett-Packard Develop-
ment Company， L.P.が保有しており，本ドキュメン
ト中の解説および表はHewlett-Packard Development
Company， L.P.の文書による許可なしに，その全体ま
たは一部を，いかなる場合にも再版あるいは複製する
ことを禁じます。

また，本ドキュメントに記載されている事項は，予告
なく変更されることがありますので，あらかじめご承
知おきください。万一，本ドキュメントの記述に誤り
があった場合でも，弊社は一切その責任を負いかねま
す。

日本ヒューレット・パッカードは，弊社または弊社の
指定する会社から納入された機器以外の機器で対象ソ
フトウェアを使用した場合，その性能あるいは信頼性
について一切責任を負いかねます。

本ドキュメントで解説するソフトウェア (対象ソフトウ
ェア)は，所定のライセンス契約が締結された場合に限
り，その使用あるいは複製が許可されます。
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